
５５広 報広 報
2 0 0３2 0 0３

№500№500

各種団体との懇談会各種団体との懇談会 結果報告結果報告

へそとスキーとワインのまちへそとスキーとワインのまち

表紙写真：山本和佳子さん撮影表紙写真：山本和佳子さん撮影
（表紙写真募集要項は１４ペー（表紙写真募集要項は１４ページ）ジ）



2広報ふらの　2003.５

「
広
報
ふ
ら
の
」

　
　
　
　

年
の
歩
み

４６

「
広
報
ふ
ら
の
」の
特
集
か
ら
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
富

良
野
の
歴
史
を
広
報
と
一
緒
に
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
昭
和　

年　

月（
第
１
号
）　

富
良

３１

１２

野
町
と
東
山
村
の
合
併
を
記
念
し
て

「
富
良
野
広
報
」が
Ｂ
４
版
２
ペ
ー
ジ

で
発
行
開
始
。
当
時
の
人
口
２
７
６

９
７
人

◆　

年
７
月　
「
広
報
富
良
野
」に
改

３４
題◆　

年
５
月　

Ｂ
５
版　

ペ
ー
ジ
に

３７

１０

変
更

◆　

年
７
月　

６
月　

日
午
後　

時

３７

２９

１０

　

分
こ
ろ
十
勝
岳
噴
火

５０◆　

年　

月　
「
飲
ん
で
安
心
使
っ

３９

１１

て
便
利
」
水
道
供
給
開
始

◆　

年
３
月　

富
良
野
・
山
部
両
町

４１
議
会
が
合
併
を
決
定
。
道
内　

番
目

２９

の
市
が
誕
生
。
人
口
３
６
６
２
７
人

◆　

年
６
月　

富
良
野
市
初
代
市
長

４１
に
高
松
竹
次
氏
就
任

◆　

年
８
月　
「
広
報
ふ
ら
の
」に
改

４１
題
。

◆　

年　

月　

市
章
、
市
歌
決
ま
る

４１

１０

◆　

年　

月　

給
食
セ
ン
タ
ー
、
農

４２

１２

業
高
校
完
成

◆　

年　

月　

市
役
所
新
庁
舎
完
成

４３

１２

◆　

年
６
月　

１
０
０
号
発
行

４４

◆　

年
９
月　

４４
市
民
憲
章
制
定
。
郷

土
民
芸
「
北
海
へ
そ

音
頭
」
が
完
成
し
、

完
成

◆　

年
１
月　

麓
郷
を
舞
台
に
し
た

５６
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
長
期

ロ
ケ

◆　

年
５
月　

山
部
太
陽
の
里
ふ
れ

５７
あ
い
の
家
オ
ー
プ
ン

◆　

年
６
月　
「
樹
海
」日
本
の
自
然

５８
百
選
に
入
選

◆　

年　

月　

開
基　

年
・
市
政
施

５８

１１

８０

行　

年
記
念
式
典
「
人
と
水
と
緑
の

１８
塔
」
除
幕

◆　

年
５
月　

生
ご
み
を
堆
肥
へ
―

６０
有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
完
成

◆　

年
２
月　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
」

６１
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
オ
ー
プ
ン

◆　

年
９
月　

３
０
０
号
発
行

６１
◆　

年
１
月　

物
産
セ
ン
タ
ー
オ
ー

６２
プ
ン

◆　

年
７
月　

富
良
野
チ
ー
ズ
「
ホ

６３
ワ
イ
ト
」
を
発
売

◆　

年
８
月　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

６３
拠
点
農
業
廃
棄
物
処
理
工
場
完
成

◆　

年　

月　

西
脇
市
と
の
友
好
親

６３

１２

善
協
定
締
結　

周
年

１０

◆
平
成
元
年　

月　

こ
ど
も
か
ら
お

１１

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
ぶ
ど
う
の

ジ
ュ
ー
ス
を
―
ぶ
ど
う
果
汁
工
場
完

成◆
２
年
７
月　

豊
か
な
自
然
と
快
適

な
生
活
―
下
水
道
供
用
開
始

◆
３
年
８
月　

図
書
館
、
情
報
プ
ラ

ザ
完
成

◆
４
年
６
月　

富
良
野
を
訪
れ
る
観

光
客
が
２
０
０
万
人
突
破

◆
５
年
８
月　

ふ
ら
の
チ
ー
ズ
工
房

完
成
。
新
製
品
「
メ
ゾ
ン
・
ド
ゥ
・

ピ
エ
ー
ル
」
発
売

◆
５
年　

月　

開
基　

周
年
。駅
前
、

１０

９０

　　市広報紙第1号「富良野広報」昭和31年12月発行
　　（Ｂ４版 2ページ）

●富良野町と東山村が合併し、新たに富良野町が誕生したこと
を記念して、住民のみなさんに町政を知ってもらうことを目的
に発行が開始されました。広報発行にあたり高松町長の「この
広報により住民と行政の心と心の結びつきにつながることを
信じます」と広報に寄せる期待のこめられたことばを掲載。続
いて昭和31年度の予算額を掲載しました。当時の予算額はおよ

そ1億５千万円。物価の違い
もありますが今年度の予算
額の１％程度の額でした。ま
た当時の人口は27,697人、世
帯数は４,９３５戸。現在の人口と
あまり違いませんが、世帯数
は今の半分程度。46年の間に
核家族化や一人暮らしの増
加など、家族構成の変化がう
かがえます。

役
と
し
て
発
行
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
広
報
紙
が
単
に
市
政

の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
市
役
所
が

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、　
２１

世
紀
型
の
富
良
野
ら
し
い
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
ふ
ら
の
」が
こ
の
５
０
０
号

を
節
目
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
意
見
、ご
提
言
を
い
た
だ
い
て
、

必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
変
わ
ら
な
い
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
広
報
ふ
ら
の
」５
０
０
号

   
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
   
富
良
野
市
長　

高 
田  
忠 
尚

　
「
広
報
ふ
ら
の
」が
昭
和　

年　

月

３１

１２

に
第
１
号
創
刊
さ
れ
て
か
ら
今
月
で

５
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は

「
広
報
ふ
ら
の
」
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
、
ま
た
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
明
治　

年
に
富
良
野
に

３６

戸
長
役
場
が
置
か
れ
て
か
ら
１
０
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
と
と
も
に

歩
み
つ
づ
け
た
「
広
報
ふ
ら
の
」
の

　

年
の
足
ど
り
は
、
ま
さ
に
富
良
野

４６の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
そ
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
時
々
の
重
要
な
課
題
や
行
事

な
ど
、
市
民
と
市
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
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土
民
芸
「
北
海
へ
そ

音
頭
」
が
完
成
し
、

第
１
回
北
海
へ
そ
祭

り
が
開
催
さ
れ
る

◆　

年
４
月　

ご
み
の
無
料
収
集
始

４５
ま
る

◆　

年
４
月　

農
業
高
校
特
別
専
攻

４６
科
開
設

◆　

年
１
月　

文
化
会
館
完
成

４７
◆　

年　

月　

開
基　

周
年
記
念
。

４８

１０

７０

市
木
、
市
花
が
決
め
ら
れ
る

◆　

年　

月　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

４９

１０

完
成

◆　

年
３
月　
「
人
情
国
体
」第　

回

５０

３０

国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
る

◆　

年　

月　

北
の
峰
ス
キ
ー
場
が

５１

１１

「
富
良
野
ス
キ
ー
場
」
に
改
称

◆　

年
２
月　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
富

５２
良
野
大
会
、
男
女
回
転
、
大
回
転
競

技
が
開
催
さ
れ
る

◆　

年
３
月　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

５２
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
か
ら
ク
レ
ー

ル
市
長
一
行
が
来
市
。「
友
好
都
市
」

を
締
結
。
ワ
イ
ン
工
場
落
成

◆　

年
１
月　
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」発

５３
売
開
始

◆　

年
４
月　

２
０
０
号
発
行

５３
◆　

年
５
月　

２
代
目
市
長
に
滝
口

５３
国
一
郎
氏
就
任

◆　

年
９
月　

Ｂ
４
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

５３
に
変
更

◆　

年　

月　
「
へ
そ
」が
と
り
も
つ

５３

１２

縁
で
、「
日
本
の
へ
そ
」
兵
庫
県
西
脇

市
と
友
好
親
善
協
定

◆　

年
６
月　

屋
内
水
泳
プ
ー
ル
、

５４
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
が
完
成

◆　

年　

月　

休
日
夜
間
診
療
所
が

５４

１１

ピ
エ
ー
ル
」
発
売

◆
５
年　

月　

開
基　

周
年
。駅
前
、

１０

９０

山
部
、
北
の
峰
に
公
園
オ
ー
プ
ン

◆
６
年
４
月　

看
護
専
門
学
校
開
校

◆
６
年
５
月　

３
代
目
市
長
に
高
田

忠
尚
氏
就
任

◆
７
年
１
月　

４
０
０
号
発
行

◆
７
年
５
月　

Ａ
４
版
に
変
更
。
広

報
紙
が
現
在
の
か
た
ち
に

◆
８
年
６
月　

市
制
施
行　

周
年

３０

◆
８
年
７
月　

ふ
ら
の
ア
イ
ス
ミ
ル

ク
工
房
オ
ー
プ
ン

◆
９
年
４
月　

お
知
ら
せ
版
広
報
ふ

ら
の
発
行
開
始

◆
９
年
７
月　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

完
成

◆　

年　

月　

西
脇
市
友
好
親
善
協

１０

１０

定
締
結　

周
年

２０

◆　

年
５
月　

手
づ
く
り
体
験
工
房

１１
完
成

◆　

年
２
月　

駅
東
西
自
由
通
路

１２

「
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
」
開
通

◆　

年　

月　

富
良
野
演
劇
工
場
完

１２

１１

成◆　

年　

月　

富
良
野
高
ラ
グ
ビ
ー

１２

１２

部
全
国
大
会
へ

◆　

年
９
月　

ご
み
の　

種
分
別
が

１３

１４

　

月
か
ら
ス
タ
ー
ト

１０◆　

年
３
月　

富
良
野
の
未
来
を
一

１４
緒
に
考
え
よ
う
。
市
町
村
合
併

◆　

年
９
月　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１４
オ
ー
プ
ン

◆　

年　

月　
「
北
の
国
か
ら
」特
集

１４

１１

号
発
行

◆　

年　

月　

友
好
都
市
締
結　

周

１４

１２

２５

年
。
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
を
訪
問

◆　

年
５
月　

５
０
０
号
発
行

１５

第1００号　昭和４４年６月発行
（Ｂ５版 １０ページ）

第２００号　昭和５３年４月発行
（Ｂ５版 １８ページ）

第３００号　昭和６１年９月発行
（Ｂ４版 １４ページ）

第４００号　平成７年１月発行
（Ｂ４版 ２４ページ）

「北の国から」特集号 ２２th ありがとう そして、これからも
平成１４年１１月発行（Ａ４版 ２４ページ）

●特集「１２億７千８百万の使いみ
ち」　昭和４４年度の一般会計予算を
掲載。歳入では固定資産税の税率引
き下げ、歳出では農業高校の体育館
新築や上水道普及などが盛り込ま
れていました。また「春日町」が二
分し新たに「東町」が誕生しました。

●特集「昭和５３年度市政執行方針」
高松市長は定例市議会で「農業と調
和した商工業の具現化に努力して
ゆきたい」と述べ、富良野・美唄間
産業開発道路の促進、ふらのワイン
の育成など、５３年度の市政の方針に
ついて説明しました。

●特集「２１世紀博で市民同志の親交
を深め」　国鉄の乗車運動の一環と
して、臨時列車を運行し「国鉄を利
用し北海道の未来を体験する北海
道２１世紀博覧会ツアー」を開催。こ
のツアーには市民１２０名が参加。ま
た老人福祉週間にちなみ「高齢化社
会」について掲載。

●特集「１９９４年この１年をふりか
えって」　富良野塾創立１０周年、平
成の米騒動でスーパーなどに行列、
看護専門学校入学式、富良野市長に
高田忠尚氏当選、「ふらのワイン
ミュスカ」誕生など、１年を振り
返っての話題を掲載。新年特集亥年
生まれの市民の今年の抱負を掲載。

●麓郷を舞台に家族の愛を描き、国民的ドラマとして
全国に富良野の名前を広めたTVドラマ「北の国から」
の最終回にあたっての発行。これまでのドラマを振り
返るグラフィティや、ドラマとともに歩んできた富良
野の２２年間を振り返り、ゆかりの深い地元の方たちの
メッセージを掲載。倉本聰さんへのインタビューでは
ドラマ「北の国から」を語っていただきました。
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ままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりにににににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるまちづくりに関する

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体ととととととととととととととととととととのののののののののののののののののののの懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会各種団体との懇談会

結果報告   

中
で
、
全
市
民
が
健
康
の
増
進
を
図

り
、
少
し
で
も
、
国
保
、
老
人
保
健

の
抑
制
に
つ
な
が
る
効
果
も
上
が
る

と
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業
は
、
民
間

の
活
力
を
生
か
し
、
そ
の
運
営
も
柔

軟
に
対
処
し
て
、
ま
ち
の
整
備
と
と

も
に
年
間
２
３
０
万
人
の
観
光
客

を
、
ま
ち
の
中
心
部
に
向
け
さ
せ
、

そ
の
流
動
人
口
の
上
昇
を
図
り
、
そ

れ
を
経
済
効
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
厳
し
い
財
政
状
況
は
、
国
や
道
も

同
じ
。
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

事
業
費
の
確
保
の
見
通
し
は

�
地
方
交
付
税
削
減
、
市
税
の
減
少

な
ど
、大
変
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
も
残
り
わ
ず

か
と
聞
き
ま
し
た
。
市
民
に
と
っ
て

不
安
材
料
が
広
が
る
中
、
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
、
ま
ち
に
活
力
、
市
民
に

明
る
く
な
る
よ
う
な
実
行
効
果
は
あ

る
の
か

回
答　

効
果
の
一
つ
と
し
て
こ
の
区

画
整
理
事
業
は
物
件
の
移
転
補
償
な

ど
が
地
権
者
の
再
投
資
に
つ
な
が

り
、
民
間
の
事
業
拡
大
が
生
れ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
再
開
発
事
業
で

設
置
予
定
の
健
康
増
進
型
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て

市民のみなさんから市政に関す
るご意見やご要望をお聞きし、今
後の市政運営に役立てるため、２
月１０日から１４日にわたって、各種
団体との懇談会を開催いたしま
した。
懇談会には、１１団体２７８人のみな
さんに参加をいただき、中心市街
地活性化事業、市町村合併問題な
どに対し、貴重なご意見をいただ
きました。ここでは、そこで話し
合われた内容を要約し、お知らせ
します。
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り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
後
の
事
業
に
つ

い
て
は
時
間
を
か
け
て
、
財
源
と
も

相
談
し
な
が
ら
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�
静
内
町
や
帯
広
市
で
も
同
様
の
こ

と
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

例
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う

に
改
善
し
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か

回
答　

駅
前
再
開
発
の
事
例
に
つ
い

て
、大
都
市
で
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、

大
き
な
建
物
を
作
っ
た
は
い
い
が
、

入
る
も
の
が
い
な
い
と
い
う
状
況
。

こ
う
し
た
事
態
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
本

市
は
ビ
ル
を
１
つ
と
し
ま
し
た
。
今

後
は
街
並
み
の
統
一
性
や
、
建
物
の

基
準
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
屋
内
プ
ー

ル
は
ど
う
な
る
の
か

回
答　

現
在
の
プ
ー
ル
は
廃
止
し
、

こ
の
機
会
に
中
心
市
街
地
に
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は
ど

う
な
る
の
か

回
答　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
建
て
替
え
の
声
も
あ
が
っ
て
い

る
が
、
当
面
、
改
修
に
よ
り
利
用
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
プ
ー
ル
も
限
界
に
来
て
い
ま

す
。
配
管
そ
の
他
が
ダ
メ
な
状
態
で

あ
り
、
駅
前
に
プ
ー
ル
を
移
し
、
現

プ
ー
ル
は
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
活
用
の

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

満
色
々
あ
る
。　

億
の
う
ち　

億
が

６５

３５

市
の
負
担
と
あ
る
が
、
国
は
色
々
削

減
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
に
、

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

回
答　

再
開
発
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
か
ら
商
工
会
議
所
な
ど
の
参
加

１０を
い
た
だ
き
、
意
見
集
約
し
て
の
事

業
で
す
。
市
の
事
業
で
は
な
く
地
域

の
み
な
さ
ん
の
事
業
で
す
。
財
源
は

深
刻
で
す
が
、
国
・
道
の
補
助
を
受

け
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

駅
の
橋
上
化
は
、
財
源
の
見
通
し
が

は
っ
き
り
し
次
第
と
な
り
ま
す
。
事

業
期
間
は
６
年
、
単
純
に
割
れ
ば
年

間
５
億
円
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど

無
理
は
無
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
と
は
思
う

が
、
一
市
民
と
し
て
こ
の
事
業
は
顔

に
例
え
る
と
目
か
眉
毛
の
整
形
に
過

ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
は
金
と
時
間
が
か
か
る
が
、
そ

の
続
き
の
構
想
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い

回
答　

市
の
市
街
化
区
域
は　
�
あ

７７

り
、
こ
れ
は
、
国
道　

号
線
や
鉄
道

３８

を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
内
、
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
全
体
の
４
・
２�

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

が
終
わ
れ
ば
医
療
ゾ
ー
ン
（
協
会
病

院
を
中
心
と
し
た
地
域
）
の
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。
他
の
地
区
の
計
画

も
あ
り
ま
す
が
、
商
業
者
な
ど
と
の

議
論
を
踏
ま
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

回
答　

人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
駅
前

の
賑
わ
い
を
高
め
、
新
た
な
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
移
転
補
償
に
よ
り
、

民
間
の
事
業
拡
大
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、国
保
や
介
護
、

医
療
費
な
ど
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

�
駅
前
開
発
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

が
大
変
だ
と
言
い
な
が
ら
も
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
住
民
に
は
不
平
不

回
答　

道
と
は
、
事
業
及
び
事
業
費

に
つ
い
て
は
確
認
済
み
。
国
と
は
確

約
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
担

当
者
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
熟
慮
の
高

い
話
し
合
い
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
に
は
こ
の
事
業
の
確
約

１５

を
取
る
こ
と
が
大
き
な
仕
事
に
な
り

ま
す
。
現
在
凍
結
し
た
駅
の
橋
上
化

に
つ
い
て
も
見
通
し
を
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q
駅
前
開
発
で
、
人
口
や
観
光
客
は

増
え
る
の
か

�
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
中
に
設
置
さ
れ
る
温
水
プ
ー
ル
の

運
営
方
法
は

回
答　

運
営
細
部
は
、
平
成　

年
度

１５

で
行
な
う
実
施
設
計
の
中
で
つ
め
て

い
き
ま
す
。施
設
建
設
は
官
が
行
い
、

運
営
は
民
間
に
ま
か
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
専
門
的
知
識
の
あ
る
優
秀
な

指
導
者
を
配
置
し
、
安
全
面
の
確
立

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
駐
車
場
が
手
狭
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
料
金
を
と
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て

い
く
の
か

回
答　

健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
周
辺
も
含
め
、
全
体
計

画
で
３
６
０
台
程
度
の
駐
車
場
を
確

保
す
る
予
定
で
す
。
お
金
を
取
る
か

ど
う
か
は
現
在
検
討
中
で
す
。

�
駅
裏
に
車
を
止
め
て
、果
た
し
て
、

駅
前
の
商
店
街
ま
で
歩
い
て
買
い
物

を
す
る
だ
ろ
う
か

回
答　

車
を
止
め
て
買
い
物
を
す
る

た
め
に
は
、
都
会
で
１
㎞
、
札
幌
で
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に
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�
再
開
発
ビ
ル
の
な
か
に
は
、
農
協

の
店
舗
が
入
る
の
か

回
答　

再
開
発
ビ
ル
の
１
階
は
農
協

が
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
農
協
が
一
番
良
い
思
い
を
す
る
の

で
は
な
い
か

回
答　

補
償
費
に
つ
い
て
は
鑑
定
士

ク
シ
ー
や
一
般
車
両
、
人
の
流
れ
を

別
に
し
、
駅
前
機
能
、
交
通
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
朝
日
通
を

東
４
条
通
り
に
連
結
さ
せ
、
駅
前
広

場
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

�
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
が
完
了

し
た
後
の
効
果
に
つ
い
て

回
答　

施
設
整
備
後
の
運
営
が
大
事

で
す
。
他
市
と
違
う
の
は
、
外
は
再

開
発
ビ
ル
中
心
の
事
業
で
す
が
、
富

良
野
市
は
地
権
者
の
再
投
資
を
考
え

て
い
ま
す
。
保
留
床
は
農
協
と
行
政

が
確
保
し
対
応
し
て
い
き
、
建
物
の

空
き
が
な
い
よ
う
に
事
業
展
開
し
ま

す
。
再
投
資
を
行
な
う
方
も
固
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
街
並
み
・

店
舗
の
統
一
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

�
商
店
が
意
欲
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
民
が
足
を
運
ぶ
よ
う
な
地

域
構
成
が
必
要
で
あ
る
。
ホ
ー
マ
ッ

ク
の
立
地
で
、
中
心
地
の
集
客
に
影

響
は
必
至
。
相
当
の
覚
悟
が
必
要
と

思
う
が

回
答　

ホ
ー
マ
ッ
ク
の
進
出
は
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
少
な
か
ら

ず
影
響
は
出
る
と
考
え
ま
す
。
ど
う

し
て
も
行
政
だ
け
で
は
画
一
的
な
考

え
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
民
間
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
生
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
T
M
O
（
ま
ち
づ
く
り
会

社
）
を
設
立
し
、
店
づ
く
り
、
市
民

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
魅
力
あ
る

ま
ち
を
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
と
も

５
０
０
m
、
富
良
野
で　

m
以
内
で

５０

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
既

存
の
市
の
公
共
駐
車
場
を
２
層
に
す

る
こ
と
で
、
台
数
の
確
保
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
現
在
の
駅
前
広
場
は
バ
ス
が
停
車

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
と
聞
く

が
、
整
備
後
は
ど
う
な
る
の
か

回
答　

拡
張
さ
れ
た
駅
前
広
場
で

は
、
バ
ス
の
駐
車
や
乗
り
降
り
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�
計
画
で
は
朝
日
通
は
、
な
ぜ
東
５

条
通
り
で
は
な
く
東
４
条
通
り
へ
通

す
の
か

回
答　

駅
前
に
バ
ス
を
乗
り
入
れ
、

鉄
道
と
の
連
続
性
を
高
め
、
ま
た
タ

あ
る
。そ
う
い
う
考
え
を
投
げ
か
け
、

比
較
で
き
る
よ
う
な
提
案
を
す
べ
き

だ
と
思
う

回
答　

合
併
す
る
か
、
し
な
い
か
。

市
民
に
比
較
・
検
討
で
き
る
材
料
を

提
供
し
、
議
論
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
呼

び
か
け
た
が
、
こ
れ
ま
で
研
究
し
て

き
た
枠
組
み
（
５
市
町
村
）
で
の
協

議
会
設
置
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
市
民
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。そ
の
た
め
の
理
解
を
得
る
た
め
、

市
民
の
中
で
議
論
は
必
要
で
す
。
今

後
と
も
合
併
と
い
う
問
題
を
通
し
て

地
方
自
治
と
い
う
も
の
を
考
え
る
た

め
の
研
究
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

�
合
併
問
題
に
つ
い
て
１
町
が
反

対
、
も
う
１
町
が
防
災
な
ど
の
関
係

で
協
議
会
設
立
を
断
念
し
た
と
い
う

が
、
住
民
・
議
会
・
行
政
の
協
力
で

行
な
っ
て
い
く
問
題
で
あ
る
。
富
良

野
圏
は
１
市
３
町
１
村
だ
が
、
１
つ

の
町
が
反
対
だ
か
ら
断
念
と
い
う
の

は
問
題
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
吸
収

か
対
等
か
の
見
解
に
つ
い
て
沿
線
の

中
で
は
他
の
町
村
を
合
せ
た
と
し
て

も
富
良
野
の
人
口
ほ
ど
い
な
い
。
他

の
役
割
か
ら
見
て
も
対
等
合
併
で
あ

れ
ば
問
題
が
あ
る
。
山
部
・
東
山
と

の
合
併
を
見
て
い
る
の
で
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
当
然
。

反
対
で
断
念
と
あ
る
が
、
４
つ
で

や
っ
て
い
く
な
ど
の
方
法
は
な
い
の

か
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

し
っ
か
り
議
論
し
て
市
民
に
情
報
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
富
良
野
だ
け
が
突
出
し
て
は
い

け
な
い
の
で
、
他
の
市
町
村
の
考
え

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ス
と
し
て

は
慎
重
に
踏
ま
え
る
べ
き
で
す
。
富

良
野
市
は
、
昭
和　

年
に
東
山
、　

３１

４１

年
に
山
部
と
合
併
し
た
経
緯
も
あ

り
、
近
隣
も
そ
の
あ
り
方
を
見
て
い

る
の
で
、
充
分
に
慎
重
な
構
え
を
と

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

�
合
併
問
題
に
市
民
は
関
心
が
な

い
。
こ
れ
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う

な
る
か
目
に
見
え
な
い
か
ら
、
判
断

で
き
な
い
の
で
は
。
市
民
が
関
心
を

持
ち
、
現
状
を
理
解
し
、
考
え
る
市

民
を
一
人
で
も
多
く
つ
く
る
必
要
が

市
町
村
合
併
に

つ
い
て

�
法
定
合
併
協
議
会
設
置
に
は
、
首

長
の
提
案
と
住
民
発
議
が
あ
る
が
、

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か

回
答　

今
の
段
階
で
は
、白
紙
で
す
。

み
な
さ
ん
の
発
議
で
声
が
大
き
く
な

れ
ば
、
議
会
の
中
で
議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

�
合
併
の
是
非
を
判
断
す
る
期
限
が

来
年
９
月
が
目
安
と
な
っ
て
い
て
時

間
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
合
併

に
つ
い
て
は
市
長
の
姿
勢
が
大
き
な

割
合
を
占
め
る
と
思
う
が
、
市
長
は

合
併
す
る
意
向
で
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
か
ら
行

な
う
の
か

回
答　

合
併
に
つ
い
て
は
市
と
し
て

の
考
え
は
重
要
で
す
が
、
一
方
で
中

心
だ
け
が
栄
え
て
他
は
吸
収
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
考
え
も
あ
る
の
で
、

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
移
転
に

は
農
協
も
費
用
を
負
担
し
ま
す
。
農

協
と
し
て
は
、
駐
車
場
面
積
、
売
り

場
面
積
な
ど
か
ら
、
中
心
で
は
な
く

郊
外
に
出
た
い
意
向
で
し
た
。
市
と

し
て
は
郊
外
に
出
て
ほ
し
く
な
か
っ

た
の
で
、
折
衝
の
末
、
ど
う
に
か
こ

こ
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
状
況
で

す
。
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は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
行
政
と
住
民
の
連
絡
は
紙
か
ら

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
健
康
管
理
、
施
設
利
用
、

買
い
物
な
ど
、
距
離
だ
け
で
は
計
れ

な
い
時
代
が
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

合
併
し
た
場
合
、
中
心
部
に
人
が

集
ま
り
、
周
辺
が
寂
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
や
、
今
ま
で
あ
っ

た
も
の
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
話
を
聞
く
が
、
し
か
し
、

合
併
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
施
設

な
ど
を
維
持
し
て
い
け
る
の
か
と

い
っ
た
問
題
が
生
じ
ま
す
。
交
付
税

な
ど
今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
き

ま
す
。や
は
り
何
か
減
ら
さ
れ
れ
ば
、

必
然
的
に
そ
う
い
う
も
の
は
減
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
は
統
合
に
よ
っ
て
減

ら
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
合
併

に
よ
っ
て
そ
う
い
っ
た
も
の
が
減
っ

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
減
ら
な
い
よ

う
に
ど
う
し
て
い
く
か
を
今
議
論
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
合
併
し
て
、
も

し
人
口
や
地
域
自
治
が
確
立
で
き
な

い
地
域
に
は
、
選
挙
区
な
ど
自
治
区

を
つ
く
っ
て
は
と
い
う
話
も
で
て
い

ま
す
。
議
論
も
せ
ず
に
入
口
の
段
階

で
フ
タ
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

は
す
べ
き
で
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
美
瑛
町
や
芦
別
市
と
の
合
併
も

視
野
に
入
れ
て
は
、
と
い
う
声
も
聞

こ
え
ま
す
が
、
や
は
り
５
市
町
村
で

と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
時
間
が

が
、
２
つ
で
も
３
つ
で
も
研
究
し
た

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
行
な
っ
て
い

き
、
情
報
に
つ
い
て
も
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
他
の
町
村
の
不
参
加
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
た
い
。
将
来
を
見
こ
ん

だ
中
で
住
民
発
議
に
よ
る
形
だ
け
で

な
く
、
首
長
の
考
え
で
、
合
併
に
向

け
た
動
き
を
展
開
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か

回
答　

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
富

良
野
か
ら
ど
う
い
う
発
信
が
あ
る
か

と
い
う
の
は
、
他
町
村
の
興
味
の
あ

る
と
こ
ろ
と
考
え
る
た
め
、
慎
重
に

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
首
長
同
士

の
個
別
の
話
し
合
い
も
し
て
き
て
い

ま
す
。今
は
ま
だ
入
口
段
階
で
あ
り
、

首
長
同
士
が
合
併
す
る
べ
き
か
論
議

す
る
の
は
、
ま
だ
先
の
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
合
併
し
た

場
合
、
ま
た
し
な
か
っ
た
場
合
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
な
、
お
互
い
の
枠

組
み
が
で
き
な
け
れ
ば
そ
の
論
議
も

で
き
ま
せ
ん
。
合
併
し
な
い
場
合
の

情
報
は
単
独
で
も
流
す
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、合
併
す
る
場
合
の
情
報
は
、

互
い
に
協
議
し
な
け
れ
ば
、
住
民
が

納
得
で
き
る
も
の
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
お
お
よ
そ
の
枠
組
み
を
決
め
、

個
々
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
協

議
し
、
住
民
に
公
開
し
て
い
く
こ
と

が
我
々
の
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
交
通
も
通
信
も
不
便
な
も

の
で
し
た
が
、
現
在
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
確
か
に
面
積

回
答　

５
市
町
村
と
い
う
枠
組
み
で

は
断
念
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
合
併

研
究
を
し
た
い
自
治
体
が
あ
れ
ば
一

緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
国
の
地
方
制
度
調
査
会
が

３
月
中
旬
以
降
に
中
間
報
告
を
行
な

い
ま
す
が
、
そ
の
頃
に
は
小
規
模
自

治
体
の
あ
り
方
な
ど
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
段
階

で
は
合
併
特
例
債
な
ど
の
対
象
は
平

成　

年
３
月
以
降
の
合
併
に
は
認
め

１７
ら
れ
て
ま
せ
ん
が
、
片
山
総
務
大
臣

が
合
併
の
合
意
、
も
し
く
は
手
続
き

を
し
て
い
る
所
は
何
ら
か
の
対
応
を

す
る
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
合
併
協

議
が
遅
れ
た
自
治
体
に
も
受
け
皿
を

残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沿
線

で
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
で
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
１
つ
の

村
か
ら
分
か
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
歴
史
が
も
う
一
度
た
ぐ
り
寄

せ
て
い
る
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す

●各種団体との懇談会結果報告

か
っ
た
場
合
の
判
断
の
仕
方
が
難
し

い回
答　

合
併
を
し
た
ら
、
こ
ん
な
風

に
な
る
と
い
う
状
況
は
、
相
手
が
い

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
時

間
は
か
か
る
が
、
５
市
町
村
以
外
の

枠
組
み
も
含
め
て
議
論
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
各
市
町
村
の
債
務
は
、
合
併
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か

回
答　

協
議
会
の
設
置
が
さ
れ
な
け

れ
ば
枠
組
み
も
決
ま
ら
な
い
た
め
、

細
か
い
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
協

議
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
研

究
段
階
で
は
そ
こ
ま
で
は
話
し
合
わ

れ
ま
せ
ん
。

な
い
と
は
い
え
、
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
を
で
き
る
体
制
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
小
規
模
自
治
体
が

優
遇
さ
れ
て
い
た
昭
和
の
合
併
な
ど

昔
の
合
併
と
は
環
境
が
大
き
く
違
い

ま
す
。

�
合
併
協
議
会
が
設
立
で
き
な
か
っ

た
理
由
は

回
答　

富
良
野
市
に
吸
収
さ
れ
衰
退

す
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
判
断
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
小
規
模

自
治
体
の
あ
り
方
な
ど
、
国
・
道
で

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
口
で
ダ
メ

で
な
く
合
併
し
て
ど
う
い
う
形
で
地

域
振
興
を
図
る
か
の
方
策
を
考
え
判

断
す
べ
き
で
す
。

�
合
併
し
た
場
合
の
利
点
や
、
し
な

団体別参加状況

出席者数会　　　場参　加　団　体

１６市役所大会議室社会福祉協議会１

３５市役所大会議室建設業協会２

１３市役所大会議室商工会議所３

８市役所大会議室消費者協会４

１９市役所大会議室体育協会５

４７生涯学習センター女性団体連絡協議会６

７８老人福祉センターことぶき大学７

１２市役所大会議室青年会議所８

１２ハイランドふらの市議会OB会９

２１山部福祉センター山部商工会１０

１７老人福祉センター老人クラブ連合会１１

２７８合                      計
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　市では、まちづくりに対する意識の向上と地域のコミュニ
ティ活動の推進を図るため地域づくり推進基金を設け、市民の
みなさんの地域活動を支援します。
　地域活動を積極的に行おうとする市民グループであれば、ど
なたでも利用できます。
　連合会・町内会をはじめ各種団体が行う、地域づくりに役立
つ事業・活動に対し費用の一部を補助しますので、気軽に相談
してください。

�対象事業
平成１６年３月までに行う事業で次の
事業が対象です。
�調査研究、視察研修活動
�研修会、講演会などの開催
�その他、地域づくりのため特に必

要な事業

�対象者
地域活動を積極的に行っている方及び団体。

�補助経費
交通費、滞在費、講師謝礼など補助対象となる経費（食料費・
人件費は補助対象外）のおおむね５０％以内で、予算の範囲内で
補助します。

�締め切り
平成１５年６月２７日�まで

�その他
募集締め切り後、審査委員会を開催し、補助の可否を含め補助
金額を決定します。

地域づくり推進事業 申し込み・問い合わせ　企画振興課広聴広報係�３９-２３０４

国際交流事業
　海外に行って学んだことをまちづくりや、地域活動に生かそ
う。
　市では、国際交流基金を設け、市民のみなさんが行う国際交
流に役立つ事業に対して助成をします。
　国際交流を積極的に行い、富良野の発展に役立てる意欲のあ
る市民であればどなたでも利用できます。みなさんが計画して
いる交流・研修活動に利用してください。
　世界の人たちとの交流を通して絆を深め、貴重な体験を地域
づくりに生かしてください。

�対象事業
平成１６年３月までに行う事業で、次の事業が対象です。
�友好都市との交流
�国外における研修、調査
�研修会、講演会、語学講座など
※次の事業は対象になりません。
・本補助金以外（市の他の補助金、他の団体からの補助金）の

補助を受け実施する事業。
・観光、レクリエーションを目的とする事業及び営利に結びつ
く事業。

�対象者
市内で積極的に活動している方及び団体。

�補助経費
交通費、滞在費など補助対象となる経費（食費、通訳ガイド
料、添乗員経費、保険料などは対象外）のおおむね５０％以内
で、２０万円を限度額に予算の範囲内で補助します。

�締め切り
平成１５年６月２７日�まで

�その他
募集締め切り後、審査委員会を開催
し、補助の可否を含め補助金額を決
定します。

申し込み・問い合わせ　企画振興課広聴広報係�３９-２３０４

　市では，高齢者が明るく生きがいを持って生活できるよう、
趣味、またはスポーツを通しての交流・活動など、元気づくり
の推進に取り組んでいる団体、愛好会を支援します。
　高齢者のみなさんの活動を幅広く支援しますので、気軽に相
談してください。

�対象事業
高齢者が健康保持・増進、交流を図る活動、事業。

�対象者
教養、趣味、スポーツなどを通して健康の保持・増進、交流活
動に取り組む団体・愛好会など。

高齢者元気づくり事業 申し込み・問い合わせ　ふれあいセンター�２２-２００１

�補助経費
補助対象となる経費のおおむね５０％以内で予算の範囲内で補
助します。

�締め切り
平成１５年６月１０日�まで

�その他
募集締め切り後、審査委員会を開催
し、補助の可否を含め補助金額を決
定します。
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泌尿器科医長

 岩田 　達也
いわた

    先生
たつや

前任地：旭川医科大学附属病院

眼科医師

 齋藤 　朱里    先生
さいとう あかり

前任地：滝川市立病院

整形外科医師

 田中 　雅仁
たなか

    先生
まさひと

前任地：旭川赤十字病院

産婦人科医長

 半田 　　康
はんだ

   先生
やすし

岡崎国立共同研究機構
基礎生物研究所

前任地：

耳鼻咽喉科医長

 後藤 　　孝
ごとう

   先生
たかし

前任地：苫小牧王子綜合病院

外科医長

 砂原 　正男
すなはら

    先生
まさお

前任地：幌南病院

富良野協会病院
�２３-２１８１
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内科医師

 宮部 　史子
みやべ

    先生
ふみこ

前任地：釧路市医師会病院

副院長（内科医師）

 藤本 　佳 範
ふじもと

    先生
よしのり

前任地：旭川医科大学附属病院

土金木水火月
●●●●●●午前

内 科
１１時まで●●●●午後

●●●●●午前
循環器科

午後
●午前

呼吸器科
午後

●●●●●●午前
小 児 科

１１時まで●予防/喘息乳児健診●●午後
●●●●●●午前

外 科
１１時まで午後
●●●●●●午前

整形外科
１１時まで専門外来専門外来午後
●●●●●●午前

産婦人科
１１時まで妊婦健診午後
●●●●●●午前

耳 鼻 科
１１時まで●●午後
●●●●●●午前

眼 科
１１時まで１１時まで●午後

●●●●午前
皮 膚 科

●●●●午後
●●●●●●午前

泌尿器科
１１時まで●●午後
●●●●●●午前

麻 酔 科
１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで午後

新患　午前８時３０分から１１時３０分/ 午後１時から３時
再来　午前８時から１１時３０分/ 午後１２時３０分から３時

平日受
付
時
間

新患　午前８時３０分から１１時まで
再来　午前８時から１１時まで（第２・第４土曜日は休診です）

土曜

整形外科の専門外来は予約が必要となりますので、外来でご確認ください。（注）
小児科専門外来は曜日の変動がありますので、外来でご確認ください。

診 療 一 覧
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施
設
の
開
放
、
指
導
者
の
育
成
、
情

報
提
供
な
ど
、
学
校
・
地
域
・
家
庭

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

週
５
日
制
の
受
け
止
め
方
（
表
２
）

　
『
毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。』と
の
問

い
に
対
し
、自
由
時
間
が
増
え
て「
良

か
っ
た
」
が　

・
２
％
と
大
部
分
を

６９

占
め
て
い
る
が
、「
良
か
っ
た
と
思
わ

な
い
」
が
６
・
６
％
、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
が　

・
５
％
と
、
２
割

２２

近
く
の
子
ど
も
た
ち
が
不
安
に
思
っ

て
お
り
、親
が
在
宅
し
て
い
る
の
か
、

学
校
へ
行
き
た
い
の
か
、
ど
う
過
ご

し
て
よ
い
の
か
戸
惑
っ
て
い
る
の

か
、
学
校
・
家
庭
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
そ
の
不
安
を
取
り
除
い
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
の
考
え
る
土
曜

日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
は
、「
友
だ

ち
と
遊
び
た
い
」
が　

・
１
％
、「
家

６８

で
の
ん
び
り
体
を
休
め
た
い
」が　

・
５７

２
％
、「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た

い
」
が　

・
３
％
の
順
に
な
っ
て
お

５３

り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
、
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
や

生
活
習
慣
の
基
盤
と
な
る
家
庭
の
役

割
を
再
認
識
し
、
時
間
的
ゆ
と
り
や

心
の
ゆ
と
り
、
考
え
る
ゆ
と
り
な
ど

理
解
を
深
め
さ
せ
、
家
庭
で
の
遊
び

な
ど
を
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
家
族
で
買
い
物
や
旅
行
に
行

き
た
い
」
が
全
体
で　

・
８
％
、
小

３８

年
団
や
部
活
動
に
所
属
し
、
休
日
も

学
校
活
動
の
多
く
の
部
分
を
占
め
、

特
に
中
学
生
で
は
顕
著
に
表
れ
、
運

動
な
ど
を
通
し
健
全
な
発
達
を
促
す

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。「
宿
題
や
家
庭
学
習
」
が　

・
７
２１

％
、「
塾
や
習
い
事
」が　

・
１
％
、「
家

１２

の
手
伝
い
」
が　

・
７
％
と
、
家
庭

１６

や
学
校
の
指
導
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
自
身
休
み
の
生
か
し
方
を

身
に
付
け
て
き
て
い
る
様
子
も
伺
え

ま
す
。
ま
た
「
子
ど
も
会
活
動
や
地

域
行
事
に
参
加
し
た
」
が
１
・
４
％

と
極
端
に
少
な
く
、
部
活
動
な
ど
に

比
べ
行
事
そ
の
も
の
が
少
な
い
の
と

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た

く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
活
動
や
地

域
行
事
の
あ
り
方
、
親
子
で
参
加
で

き
る
方
法
、
市
の
組
織
運
営
体
制
や

土
曜
日
の
過
ご
し
方
（
表
１
）

　
『
第
１
・
３
土
曜
日
の
休
み
を
ど
う

過
ご
し
て
い
ま
す
か
。』と
い
う
問
い

に
対
し
、「
友
だ
ち
と
過
ご
す
」「
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
」
が
そ
れ
ぞ

れ　

％
を
超
え
、「
家
族
と
過
ご
す
」

５０
も　

・
４
％
と
余
暇
時
間
を
家
で
家

４８
族
、
友
だ
ち
と
過
ご
し
て
い
る
様
子

が
伺
え
る
反
面
、
大
半
を
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
で
過
ご
す
児
童
生
徒
が　

％
５０

を
超
え
て
お
り
、
学
校
や
地
域
の
協

力
を
含
め
、
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
、社
会
体
験
な
ど
、

将
来
に
有
意
義
な
生
活
習
慣
や
生
活

能
力
を
じ
っ
く
り
身
に
付
け
さ
せ
る

工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に「
少
年
団
や
部
活
動
に
参
加
し
た
」

が
全
体
で　

・
６
％
、
中
学
生
で　

・

４２

６８

１
％
と
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
少

平
成

年

平
成　

年
４４
月
か
ら
、
小
・
中
・
高
校
で
の
こ
れ
ま
で
隔
週
の
土
曜
日
の
休
み
が
、

月
か
ら
、
小
・
中
・
高
校
で
の
こ
れ
ま
で
隔
週
の
土
曜
日
の
休
み
が
、

１４１４

す
べ
て
の
土
曜
日
が
休
み
に
な
る
「
完
全
学
校
週
５
日
制
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
土
曜
日
が
休
み
に
な
る
「
完
全
学
校
週
５
日
制
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

学
校
週
５
日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
っ
て
教
育
全
体
を
見
直
そ

学
校
週
５
日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
っ
て
教
育
全
体
を
見
直
そ

う
と
す
る
今
、
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
改
革
の
大
き
な
柱
と
な
る
も
の
で
、
そ
れ

う
と
す
る
今
、
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
改
革
の
大
き
な
柱
と
な
る
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
教
育
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き

ぞ
れ
の
持
つ
教
育
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
休
日
に
な
っ
た
土
曜
日
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
家
庭
や
地
域
社
会

児
童
生
徒
が
休
日
に
な
っ
た
土
曜
日
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
家
庭
や
地
域
社
会

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
の

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で
の
受
け
皿
整
備
、
家
庭
で
の
生
活
指
導
な
ど
、
市
民

で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で
の
受
け
皿
整
備
、
家
庭
で
の
生
活
指
導
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
週
５
日
制
ア
ン
ケ
ー
ト

学
校
週
５
日
制
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
調
査
を
実
施

を
実
施

休
日
に
な
っ
た
土
曜
日
を
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

休
日
に
な
っ
た
土
曜
日
を
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に



広報ふらの　№５００11

学
生
で
は　

・
９
％
と
、
親
子
の
ふ

５３

れ
あ
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
お
け
る
市
の
施
設
利
用
で

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
が　

％
、「
図
書
館
」

４９

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が　

・
２
％

５０

と
、
半
数
近
い
子
ど
も
の
受
け
皿
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
休
日
に
「
図

書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
行
き

た
い
」
と
答
え
た
児
童
生
徒
が　

・
２６

１
％
お
り
、
子
ど
も
向
け
の
教
室
や

講
座
な
ど
活
動
の
場
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
」
に
お
け

る
教
育
を
見
つ
め
直
す
機
会
！

　

今
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級
崩

壊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
現
象
が

表
面
化
し
、
そ
の
反
省
を
も
と
に
児

童
生
徒
の
教
育
環
境
の
回
復
を
め
ざ

し
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
学
校
週

５
日
制
や
総
合
的
学
習
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
な
ど
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
で
す
。

　

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
が
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
判
断
す
る
能
力
や
、

他
人
と
協
調
し
他
人
を
思
い
や
る
心

な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を

め
ざ
し
た
教
育
課
程
の
編
成
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
授
業
時

間
の
削
減
に
と
も
な
い
、
国
語
・
数

学
な
ど
基
礎
学
習
に
重
点
を
移
す
と

と
も
に
、
体
験
学
習
な
ど
問
題
解
決

的
な
学
習
に
移
行
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

家
庭
で
は
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い

携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
体

験
や
社
会
体
験
な
ど
を
通
し
、
学
社

融
合
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
地
域

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
人
格
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
通
し
て
、
し
つ
け
や
家
族
の
一
員

と
し
て
の
責
任
の
自
覚
、
子
ど
も
と

の
つ
な
が
り
や
生
活
体
験
を
教
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
今
ま
で
も
夏
休
み
中

の
ラ
ジ
オ
体
操
や
子
ど
も
会
活
動
な

ど
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
で
大

人
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
を
通

し
、
生
活
体
験
や
社
会
体
験
、
自
然

体
験
を
豊
富
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
や
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・

P
T
A
・
地
域
・
公
民
館
な
ど
と
連

�
学
校
教
育
課　

　
　
　
�
３
９
‐
２
３
２
０

小学校５年生（２６４名）　中学校２年生（２７７名）�調査対象
各学校で実施・自記式�調査方法
平成１４年１０月～１１月�調査時期
小学生２５６名（回収率９６.６％）中学生２６０名（回収率９３.８％）�調査回収

週５日制の受け止め方（表２）
69.2％

6.6％

22.5％

土曜日の過ごし方（表１）
48.4

57.2％

16.7％

42.6％

12.1％

1.4％

48.4％

53.3％

8.3％

良かったと思う

良かったと
思わない

どちらとも
言えない

家族と過ごす

友だちと過ごす

仕事の手伝い

少年団・
部活動に参加

塾や習い事

宿題や家庭学習

地域行事に参加

テレビやゲーム

その他

21.7％

上げる景色に感動！空知川の急流
をゴムボートで下るラフティング
のスリルに絶叫！
　初めての方でもご家族でも気軽
に楽しめる各種スクールとツアー
を用意してお待ちしています。
�問 観光協会　�５２-２１１２

　占冠村　
初心者からリピーターまで大満足
今年も鵡川のラフティング！
　占冠村を流れる鵡川は、北海道
でもトップクラスのエキサイティ
ングリバー。落差が大きく川幅が
狭いので、「このスリル感がたまら
ない」と毎年大人気！
自然に圧倒されながら下るツアー
を、ぜひ体験してみてください！
�問 産業課　�５６-２１２１

きな人数で遊べる気軽なスポーツ
です。
ナイターは６月から予定していま
す。
期　間　～１０月下旬まで
�問 社会教育課　�４４-２２０４

南富良野町
挑戦しませんか　
カヌー・ラフティング
　湖面にカヌーを滑らせながら見

上富良野町
４月２５日オープンしました
日の出公園オートキャンプ場
　「ラベンダーの丘」で知られる日
の出公園に隣接するオートキャン
プ場が２００３年の営業を開始しまし
た。
アスレチック施設もあり、デイ（日
帰り）キャンプの利用も大歓迎で
す。
利用するには、事前の予約が必要
です。
利用期間　～１０月２５日�まで
�問 オートキャンプ場管理棟　
　　　　　　　　　　　�３９-４２００

中富良野町
パークゴルフ場オープン！
　中富良野パークゴルフ場がオー
プンしました。好きなときに、好
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 大学生活を実りある生活に

　４月１０日�、ふれあいセンターで本校１９名、山
部校５名、東山校３名の２７名と大学院生２３名が入
学しました。
　在校生代表として山部校３年の小野寺尚武さん
から「ことぶき大学の学習を通じて心を豊にし、
友情の輪を広げましょう」と歓迎の言葉が述べら
れ、新入生代表の東山校の宮田秀男さんから「こ
れからの大学生活を実りある生活にしたい」と抱
負が述べられました。

ことぶき大学入学式

ATCHING
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 困ったときには相談を

富良野市女性センター・
消費生活センターオープン
　４月２日�、富良野市女性センター・消費生活
センターがオープン。テープカットや式典などが
行なわれました。
　センターは、旧郷土館をリフォームし、１階には
相談室や展示室を、２階には会議室を設け、女性団
体の活動として利用されるほか、悪質商法などの
消費者問題の相談にも応じます。
　消費者問題でお困りの方は、利用してください。
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４
月
７
日�
、
文
化
会
館
で
交
通
安
全
へ
の

関
心
を
高
め
、
安
全
運
動
の
活
性
化
と
安
全
な

交
通
社
会
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
警
察
署
交
通
課
長
の
松
家
隆
さ
ん

が
、「
交
通
事
故
か
ら
の
交
通
安
全
」
と
い
う
演

題
で
、
最
近
の
交
通
事
故
例
を
あ
げ
て
、
そ
の

原
因
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
通

安
全
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
改
め
て
交
通
事
故

の
悲
惨
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
最
後
に
佐
藤
信

雄
富
良
野
市
交
通
安
全
協
会
協
議
会
長
の
大
会

決
議
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
、
す
で
に
３
人
の
方
が
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
観
光
客

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
ぬ
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
 
安
全
運
転
を
心
掛
け
て

交
通
安
全
運
動
市
民
大
会

 　環境にやさしいリサイクル施設

汚泥再生処理センターオープン
　４月３日�、上五区に建設した汚泥再生処理センターの開

所式が行われました。

　この施設は、し尿、浄化槽汚泥を適正に処理し、生ごみか

ら堆肥を生産する資源循環型施設で、国内では初めての施設

です。

　当日は、沿線５市町村から関係者が訪れ、完成を祝いまし

た。

　富良野地区環境衛生組合長である高田市長から「ここで生

産される堆肥を農地に還元し、環境にやさしいリサイクル施

設として運用を図っていきたい」と挨拶がありました。

　その後、処理の流れについての説明を聞きながら施設内部

を見学しました。

　緑峰高校生の自信作

オニオンリングカレーで
　　　　　　　地産地消をＰＲ
　４月２２日�、エーコープフォーレスト店と春日店で

「旬の地元農畜産物・特産品を活用した食の提案をしよ

う�」と緑峰高校生の発案した「オニオンリングカ

レー」の試食と使用したふらのチーズ、にんじんジュー

スや地元の野菜などの食材の販売が行われました。

　当日は、生徒たちが店頭に立ち、来客者にカレーを

食べてもらい、そのレシピを配りながら地産地消をＰ

Ｒ。試食した人の表情から好評ぶりがうかがえました。

　この企画は食品メーカーとスーパーと高校生がタイ

アップしたユニークな取り組みで、今後も同店で毎月

開催する華麗（カレー）ウィークに、旬の地元農産物・

特産品を生かしたカレーを提案します。またそのレシ

ピを掲載したカレンダーを作成する予定です。
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�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 � ３９-２３０４　� ２３-２１２１

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

６月号…５月１６日�金 　※７月号は６月１３日�金 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、ま
たは郵送。

応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフク
シ・カメラのヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふら
の・フォトセンターミムラ

提 出 先

たて、よこは自由。デジタルカメラの場合はプリント
したもので応募してください。
表紙は白黒印刷になります。
写真は返却します。

そ の 他

審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者に
は６ツ切写真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとしたひ
とこまをスナップで応募してください。
また審査員も随時募集しています。

�22～3005

休館日のお知らせ

●定期休館日

（毎週月曜日）

１２・１９・２６日

●祝日・休日休館日

３日�　憲法記念日

４日�　　　　　　

５日�　子どもの日

●整理休館日
（毎月最終金曜日）

３０日�金 

インターネットで図書の検索ができます。
図書館のホームページ（富良野市HPからも利用可）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/
携帯電話（iモード対応、ez-web・Jスカイは一部対応）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/search.html

「華麗（カレー）なる器づくり」　松野健吾さん撮影

２階多目的ホール              

�絵本の読み聞かせ・映画・

手づくり紙しばいの集い

　１０日�午前１０時３０分から

《児童書》
　ぼくたちの１ばんすきなもの………にしまきかやこ
　ころわんの　おるすばん……………間所　ひさこ

　がんばれ　きゅうきゅうたい………鈴木　喜代春

　おばけとなかよくなる方法…………むらい　かよ

《一般書》
　管仲（上・下）………………………宮城谷　昌光
　ドリームバスター２…………………宮部　みゆき

　かえっていく場所……………………椎名　誠

　永遠の出口……………………………森　絵都

　ザ・エクセレントカンパニー………高杉　良

　三毛猫ホームズの無人島……………赤川　次郎

　　　　　※他にも新刊書を揃えています。

２階展示ホール                 

�富良野高校合同展

　１６日�～２７日�

　　　　　午後３時まで

５
月
の
行
事
予
定
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みんなで楽
しく活動

▲富良野市青少年サークル
「ね～びる」

　「ね～びるでは、上下関係や男女の分け隔てなく、楽しく活動が

できます」と話されるのは、富良野市青少年サークル「ね～びる」

の平成１５年度会長に就任した小林茉莉子さん。現在の会員数は３

年生６名、２年生８名、１年生１４名の計２８名です。

　ね～びるは、平成２年３月に子ども会のリーダー研修会に参加

していた中学３年生が、高校生になっても、楽しかったリーダー

研修会の手伝いや子ども会活動に関わっていきたいとの熱い思い

で発足したサークルです｡活動内容は、「子ども会事業」が中心で、

他にも市内のごみ拾いをしたり、独居老人宅の窓にビニールを張

るボランティアなどもしています。

　小林さんは「２８名という大人数をまとめていけるか不安ですけど、

みんなで団結して頑張ります。」と意気込みを話してくれました。

プロフィール
設　立　平成２年
会員数　２８名
活動日　不定期
　　　　（月２～３回程度）
連絡先　�2３‐３５４５　社会教育課

果
物
の
旬
を
説
明
し
理
解
を

香川大輔 香  川  大  輔 さんさん（２５）新富町（２５）新富町
か がわ だい すけ

富良野地方卸売市場富良野地方卸売市場��

　

高
校
卒
業
後
、
富
良
野
地
方
卸
売
市
場
に
就

職
し
ま
し
た
。
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

仕
事
は
青
果
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
で
は
、輸
入
果
物
も
扱
っ
て
い
る
の
で
、

珍
し
い
果
物
や
初
物
が
出
た
と
き
は
、
市
場
の

み
ん
な
と
味
見
を
し
た
り
し
ま
す
。
初
め
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
仕
組
み

が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
『
安
い
か
ら
』
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
果
物
の
旬
の
季
節
を
説
明
し

て
、理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
午
前
４
時
か
ら
始
ま
る
の
で
、
休
み

の
日
は
、
疲
れ
を
取
る
た
め
に
昼
く
ら
い
ま
で

寝
て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
。
も
う
少
し
自

由
に
な
る
時
間
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
の
夢
は
、平
凡
で
す
が
家
族
を
持
っ
て

安
定
し
た
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。」と
謙
虚
に

話
す
香
川
さ
ん
。

　

仕
事
は
朝
早
く
て
大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

アヤはアンパンマンが大好き。
いつも「カマカマドンドンカマドンド
ン」踊っています！
　�橋　 彩 華   さん　１歳１０ヶ月（錦町）

あや か

「早く頼成を抱っこしたいでチュー」
「愛里お姉ちゃんヨロシクネ！」

　石田　 愛 里
あい

   さん　３歳
り

　　　　頼成    くん　７ヶ月（錦町）
らいせい
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富
良
野
医
師
会

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
〝
ほ
て
り
〞
の
ほ
と
ん
ど

は
、
血
管
を
縮
め
た
り
拡
げ
た
り

す
る
自
律
神
経
系
の
働
き
が
う
ま

く
い
か
な
い
た
め
に
生
じ
ま
す
。

血
管
が
拡
張
気
味
に
な
る
と
、
体

の
表
面
近
く
に
あ
る
血
管
か
ら
盛

ん
に
熱
を
逃
が
す
よ
う
に
な
り
、

〝
ほ
て
り
〞
を
感
じ
ま
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

　

年
を
重
ね
る
と
全
身
い
た
る
所

に
異
常
が
現
れ
る
も
の
で
す
が
、

足
の
〝
冷
え
〞
と
〝
ほ
て
り
〞
も

そ
の
一
つ
で
す
。
〝
冷
え
〞
の
原

因
は
複
雑
で
す
が
、
内
蔵
や
筋
肉

の
熱
を
つ
く
り
出
す
働
き
や
、
体

の
表
面
近
く
に
あ
る
血
管
の
熱
を

逃
が
す
働
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。高
齢
者
で
は
、

動
脈
硬
化
症
な
ど
に
よ
る
血
行
の

悪
化
が
原
因
の
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
女
性
の
不
定
愁

訴
の
な
か
で　

〜　

％
を
占
め
て

５０

６０

い
る
の
が
〝
冷
え
性
〞
で
す
が
、

最
近
で
は
夏
場
の
冷
房
病
な
ど
も

あ
り
、
〝
冷
え
〞
を
訴
え
る
女
性

に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
女
性
の
場
合
、　

歳
３０

代
に
入
る
と
、
〝
冷
え
〞
を
訴
え

る
人
が
多
く
な
り
、　

〜　

歳
で

３５

３７

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て　
４０

歳
代
前
半
で
や
や
減
り
、　

歳
代

４０

後
半
で
再
び
増
え
る
と
い
う
傾
向

も
出
て
い
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
量
の
変
化
と
関
連
し
て
お

り
、　

歳
ぐ
ら
い
か
ら
、
性
機
能

３５

の
衰
弱
傾

向
が
で
て

き
て
、〝
冷

え
性
〞
に

健
康
一
口
メ
モ

老
化
を
防
ぐ 
⑭

お年寄りの足の冷えとほてり

●
冷
え
と
ほ
て
り
の
ど
ち
ら
も

　

血
行
の
異
常
か
ら

　

足
の
〝
冷
え
〞
を
改
善
す
る
に

は
、
十
分
に
栄
養
を
と
っ
て
、
保

温
に
努
め
、適
度
の
運
動
や
入
浴
、

局
所
温
浴
で
血
行
を
良
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
喫
煙
は
血
行
を

悪
く
す
る
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
と
き
に
は
乾
布
摩
擦
も
有

効
で
す
。
〝
冷
え
性
〞
に
は
、
漢

方
薬
が
効
果
を
示
す
こ
と
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
自
律
神
経
系
の
異

常
か
ら
生
じ
る
足
の
〝
ほ
て
り
〞

で
は
、
毎
日
の
適
度
な
運
動
と
十

分
な
睡
眠
を
と
る
規
則
正
し
い
生

活
が
有
効
で
す
。
し
か
し
〝
冷
え

〞
や
〝
ほ
て
り
〞
の
背
景
に
は
血

圧
の
異
常
、
内
分
泌
系
の
病
気
な

ど
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
〝
冷
え
〞
や
〝
ほ
て
り
〞
の

症
状
が
重
か
っ
た
り
、
長
く
続
く

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
対
応
は
適
切
か
つ
慎
重
に

子
ど
も
の
健
康

〜
予
防
接
種
で

免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

　

乳
幼
児
は
抵
抗
力
が
弱
い
た
め

感
染
症
に
か
か
る
と
重
症
化
し
や

す
く
、
と
き
に
は
命
の
危
険
さ
え

あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
は
、
こ
れ

ら
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
は
免
疫
力
の
な
い
子

ど
も
の
味
方

　

私
た
ち
の
身
体
は
、
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
と
免
疫
が
で

き
ま
す
。
一
度
、
あ
る
特
定
の
病

原
体
に
対
し
て
免
疫
が
で
き
る

と
、同
じ
病
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
生
後
６
カ
月
頃
ま
で
は

母
親
か
ら
胎
盤
を
通
し
て
も
ら
っ

た
免
疫
で
あ
る
程
度
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
感
染
症
予
防
は
そ

れ
だ
け
で
は
充
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
予
防
接
種
は
病
気
に
な
る
前

に
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
あ
る
い

は
そ
の
成
分
を
人
為
的
に
身
体
に

入
れ
、
免
疫
を
つ
く
り
感
染
症
に

備
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
個
人
個
人
が
免
疫
力
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
全
体
と

し
て
病
気
へ
の
防
衛
力
が
高
ま

り
、
感
染
症
の
流
行
を
防
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

　

法
律
で
受
け
る
こ
と
を
す
す
め

予 防 接 種 で 免 疫 を
ら
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
、
決
め

ら
れ
た
時
期
に
市
内
の
指
定
医
療

機
関
で
受
け
る
と
、
費
用
は
公
費

で
負
担
さ
れ
ま
す
。
期
間
内
に
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
も
希
望
す

れ
ば
私
費
で
接
種
で
き
ま
す
が
、

こ
の
場
合
は
任
意
接
種
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

お
た
ふ
く
風
邪
、
水
ぼ
う
そ
う
な

ど
も
私
費
で
受
け
る
任
意
の
予
防

接
種
で
す
。
予
防
接
種
は
、
そ
の

病
気
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
を
考

え
て
、
早
め
に
受
け
る
の
が
そ
の

病
気
を
予
防
す
る
コ
ツ
で
す
。
受

け
忘
れ
が
な
い
か
母
子
手
帳
な
ど

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

保

健

師

お
元
気
で
す
か

※麻しん（はしか）の予防接種は、１歳になったらできるだけ早めに受ける
ようにしましょう。

実施場所望ましい時期定められている時期予防接種の種類

保健センター
乳児期４歳になるまでに１回BCG
１歳６カ月
までに生後３月～９０月未満の間に２回ポリオ（生）

医療機関
※医療機関に
よって実施日
が違いますの
でご確認くだ
さい。

１歳までに１期初回：生後３月～９０月未満
３～８週間隔３回

ジフテリア
百日せき
破傷風
混合ワクチン
（DPT）

２歳６カ月
までに

１期追加：生後３月～９０月未満
初回終了後、６カ月以上の間隔
をおいて１回

小学校６年生
２期：１１歳、１２歳
ジフテリア・破傷風混合ワクチ
ンを１回

１～２歳生後１２月～９０月未満麻しん（はしか）
１～３歳生後１２月～９０月未満風しん（三日はしか）
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�児童館合同フェスティバルを開催します！
　児童館活動を通して交流・体験並びに児童の健
全育成を図るために、市内児童館５館合同による
フェスティバルを開催します。
　今年は緑町児童館を会場にお化け屋敷や体験
コーナーを設けて、みんなが来るのを待っていま
す。
�と　き　５月１８日�　午前１０時～
�ところ　緑町児童館
�内　容　お化け屋敷と型抜き、宝物つり、わた
　　　　　あめつくりなどの体験コーナー
�申　込　５月８日�までに各児童館まで
※詳しくは各児童館、または児童家庭課（�３９‐
２２２３）までお問い合わせください。

�みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だ
れでも自由に利用することができます。

�開館時間　月～金曜日　午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日　　　午前１０時～午後５時

詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

麗
か
や
一
人
楽
し
む
旅
支
度　
　
　
　
　
　

山
崎　

和
子

人
心
映
し
て
見
た
き
春
の
月　
　
　
　
　
　

及
川　

佳
寿

山
の
湯
の
姉
妹
に
眩
し
は
だ
ら
雪　
　
　
　

岩
田　

美
雪

花
の
香
に
酔
ひ
し
れ
歩
む
京
の
旅　
　
　
　

小
玉
美
智
子

予
後
の
夫
に
そ
っ
と
寄
り
添
ひ
青
き
踏
む　

中
野　

ア
ヤ

リ
ラ
冷
え
の
空
た
た
み
込
む
コ
ン
パ
ク
ト　

長
畑　
�
香

蕗
の
と
う
春
の
香
り
を
た
だ
よ
は
す

胡
麻
和
え
に
し
て
う
か
ら
賞
味
す　
　
　
　

及
川　

洋
子

富
良
野
岳
滝
の
音
き
き
登
り
ゆ
く

小
鳥 
囀 
る
ニ
ン
グ
ル
の
森　
　
　
　
　
　
　

杉
田　

重
則

さ
え
ず

杖
を
つ
く
こ
と
に
は
い
ま
た
抵
抗
の

あ
り
て
洋
傘
つ
き
て
歩
み
ぬ　
　
　
　
　
　

岡
本　
�
子

終
は
皆
ひ
と
り
な
る
世
と
眠
る
夜
を

軒
過
ぐ
風
の
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
鳴
る　
　
　

橋
本
た
け
し

見
上
げ
れ
ば
桜
の
冬
芽
膨
ら
み
て

北
国
の
春
い
よ
い
よ
近
し　
　
　
　
　
　
　

戸
川
と
し
子

原
口　

�
（
中
五
区
）
金　

万
円

１０

▽
中
田
宣
行
（
若
松
町
８
〜
３
）

金
３
万
円
、
紙
オ
ム
ツ　

▽
須
藤

寛
（
緑
町　

〜　

）
金
３
万
円　

１４

３６

▽
田
中　

多
助
（
山
部
南
陽
）
金

３
万
円　

▽
霜
野　

公
議
（
南
麻

町
４
〜　

）
毛
布
７
枚
、
タ
オ
ル

１２

ケ
ッ
ト
３
枚

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
酒
井　

一
男
（
老
節
布
北
進
）

千
人
針
の
胴
巻
き　

１
個　

▽

橋
本　

一
志
（
札
幌
市
）
北
の
峯

ス
キ
ー
大
会
参
加
賞　

１
個　

▽
相
川　

法
夫
（
山
部
９
町
内
）

学
校
用
チ
ャ
イ
ム
１
台
、
支
那
事

変
従
事
記
章
１
個
、
お
盆
１
枚
、

ラ
ジ
オ
１
台
、
レ
コ
ー
ド　

枚
１０

《
敬
称
略
》

◆
富
良
野
市
へ    

▽
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

会
田　

系
伍
（
本
町
７
〜

　

）
黄
色
い
帽
子
２
８
５
個
（
新

１０小
学
１
年
生
交
通
安
全
の
た
め
）

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
大
殿　

サ
ト
（
布
部
市
街
地
）

金
３
万
円　

▽
村
上　

清
隆
（
幸

町
２
〜　

）
金
５
万
円　

▽
米
澤

３３

啓
一
（
南
扇
山
３
）
金
３
万
円

▽
高
木　

昇
（
北
の
峰
町
３
〜

　

）
金
３
万
円　

▽
牛
島　

智
映

３３子
（
東
町　

〜
５
）
金　

万
円　

２１

１０

▽
当
瀬　

勝
（
下
五
区
）
金
３
万

円　

▽
太
田　

辰
雄
（
北
麻
町
６

〜
５
）
金
３
万
円　

▽
福
嶋　

修

（
旭
川
市
）
金
３
万
円　

▽
保
勇

久
好
（
島
の
下
）
金
５
万
円　

▽

　

本
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

◆
期　

間　

５
月　

日�
〜　

１１

１７

日�
の
間
で
実
施
で
き
る
日
を

町
内
会
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
ご
み　

捨
て
ら
れ
て
い

る
空
き
缶
・
空
き
び
ん
・
散
乱

ご
み
・
側
溝
の
清
掃
に
よ
る
土

砂○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
環
境
生
活
課

�
３
９
〜
２
３
１
９

し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
準
に
従
わ
な
い
野
外

で
の
廃
棄
物
の
焼
却
に
は

厳
し
い
罰
則
が
摘
要
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、煙
、す
す
、

悪
臭
な
ど
周
囲
の
方
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
塩
化

水
素
な
ど
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
ご
み
は
燃
や
さ
ず
、
分

別
し
て
正
し
く
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
不
法

１３

投
棄
の
罰
則
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
懲
役
５
年
以
下
、
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

富
良
野
市
で
も
不
法
投
棄

に
は
今
ま
で
以
上
に
厳
し
く

対
処
し
て
い
き
ま
す
。「
分
別

す
る
の
が
面
倒
」「
処
分
料
金

が
も
っ
た
い
な
い
」な
ど
の
理

由
で
不
法

投
棄
す
る

と
、厳
し
い

罰
を
受
け

る
こ
と
に

な
り
ま
す

の
で
注
意

不法焼却にも、懲役３年以下、
または３００万円以下の罰金

○
問
い
合
わ
せ　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課　
�
３
９
‐
２
３
０
８

������������������
������������������
������������������
不法投棄はやめましょう！不法投棄はやめましょう！

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の

春
の
地
域
環
境
美
化
運
動

春
の
地
域
環
境
美
化
運
動
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電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム

  ５月は固定資産税１期・軽自動車税の納期です 

相談日程
�39-2301

市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

５/１９�・６/２�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
（予約先）

市民相談室
11:00̃14:00

５/１１�
  須田　保幸弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談（要予約）

無 料 法 律 相 談
(予約制)

�39-2301
市民相談室
10:00̃1５:00

６/９�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
商工会議所
9:30̃15:00

５/１６�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

 保健センター 2F
いちい
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高齢者介護相談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

�39-22２３保健センター 2F
9:00̃1７:00日曜日～金曜日育児に関わる相談育 児 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽にご相談ください

※
法
律
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す

　

本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
る
と
と

も
に
、
事
故
も
多
発
し
て
き
ま
す
。

事
故
は
、本
人
の
不
幸
に
留
ま
ら
ず
、

農
業
経
営
な
ど
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。

　

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
･
転
落
に
注

意
　

必
ず
、
安
全

フ
レ
ー
ム
や

キ
ャ
ブ
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。

○
面
倒
で
も
機
械
は
ス
ト
ッ
プ

　

機
械
か
ら
降
り
て
作
業
す
る
時

行
政
相
談
委
員
に

山
下
正
秋
さ
ん

　

み
な
さ
ん
か
ら
年
金
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
道
路
、
河
川
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
、

要
望
、
意
見
を
聞
き
改
善
を
図
り

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

総
務
省
行
政
相
談
委
員

☆
住　

所

　

富
良
野
市
桂
木
町
４
〜
１
３
１

☆
氏　

名　

山
下　

正
秋

�
２
２
〜
１
６
６
２

◆
受
付
期
間

５
月　

日�
〜　

日�

１２

２３

◆
募
集
戸
数 　

5
戸

入
居
予
定
時
期
は
６
月
中
旬
頃

◆
入
居
資
格　

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

�
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

�
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
世
帯
向
け
…
４
戸

緑
町
３（

平
成
７
・
８
年
・
３
L
Ｄ
Ｋ
）

北
の
峰
町
６（

昭
和　

年
・
３
L
Ｄ
Ｋ
）

５８

錦
町
８
（
平
成　

年
・
３
L
Ｄ
Ｋ
）

１１

▽
単
身
者
向
け
…
1
戸

北
麻
町
２
（
昭
和　

年
・
２
Ｄ
Ｋ
）

４５

◆
家　

賃　

住
宅
、
家
族
構
成
、
入
居
者
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法
・
そ
の
他　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込
書
に
、
必

住
宅
に
お
困
り
の
方
に

市
・
道
営
住
宅　

入
居
者
募
集

都
市
建
築
課 �

３
９
‐
２
３
１
６

住 宅住　宅

要
書
類
（
住
民
票
・
納
税
証
明
書
・

収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

は
、巻
き
込
み
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
操
作
時
は
周
囲
を
確
認

　

周
り
に
人
が
い
な
い
か
、
周
囲
の

安
全
確
認
を
し
て
か
ら
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

○
一
日
の
作
業
予
定
を
家
族
に
連
絡

　

一
人
で
作
業
す
る
と
き
は
、
誤
っ

て
事
故
が
発
生
し
て
も
す
ぐ
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
、
家
族
に
場
所
や
作

業
時
間
を
話
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
政
課

�
３
９
‐
２
３
０
９

防
ご
う
！

農
作
業
事
故

農 業農　業
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Informationくらしの情報   Informationくらしの情報    納税は便利な口座振替で！

◆
と　

き　

５
月　

日�
３０

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格　

概
ね　

歳
以
上
の
市
民

６０

◆
参
加
料　

８
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

◆
申
込
期
限　

　

５
月　

日�
２３

○
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

文化会館催物のお知らせ（５月）　�社会教育課�２３-３５４５

大ホール
大会議室

富良野吹奏楽団　ファミリーコンサート
第２４回スポーツ賞表彰式

１８：００～
１８：００～

１０日

大会議室ヤングドライバー交通安全大会１１：３０～１２日
大ホール藤間会　春の踊りぞめ１３：００～１７日
大会議室富良野市青年の主張大会１３：３０～２１日
大会議室安全運転管理者法定講習会１０：００～２８日

春
の
花
と
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

山
里
に
春
が
来
て
、
明
る
い
林
の

中
で
は
花
々
が
咲
き
誇
り
、
夏
鳥
が

渡
っ
て
来
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
貴

重
な
湿
地
の
残
る

鳥
沼
公
園
を
散
策

し
、
う
ら
ら
か
な
春

の
訪
れ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
と　

き　

５
月　

日�
１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

◆
と
こ
ろ　

鳥
沼
公
園
ボ
ー
ト
乗
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
４
２
‐
２
４
０
７

自
然
を
満
喫

富
良
野
の
自
然
に

親
し
む
集
い

自 然自　然

　

会
員
が
実
生
か
ら
丹
精
を
込
め
て

育
て
た
可
憐
な
山
野
草
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

５
月　
�
・　

日�

２４

２５

　
　
　
　
　

９
時
〜　

時
１６

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

◆
観
覧
料　

無
料

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

◆
持
ち
物　

双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方

は
持
参
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

水
、
陸
両
方
の
運
動
で
健
康
と
仲

間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル

は
泳
ぐ
だ
け
で
な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

も
O
K
。「
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
」
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

�
ア
ク
ア
ス
イ
ミ
ン
グ

◆
と　

き

　

毎
週
火
曜
日
（
５
〜　

月
）

１０

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

◆
と
こ
ろ　

屋
内
プ
ー
ル

◆
会　

費　

６
カ
月
一
括
払
い　

６
０
０
０
円 募 集募　集

平
尾
厚
子
さ
ん

�
２
２
‐
１
７
４
３

仲
間
を
作
ろ
う

ふ
ら
の
ア
ク
ア
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
＆
健
康
体
操
部

※　

歳
以
上
は
４
８
０
０
円

６０
◆
連
絡
先　

平
尾
厚
子
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
�
２
２
‐
１
７
４
３

�
健
康
体
操
部

◆
と　

き

　

毎
週
木
曜
日
（
５
〜　

月
）　

１０

　

午
前　

時
〜
正
午

１１

　

毎
週
火
曜
日
（　

〜
翌
４
月
）

１１

　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
会　

費　

６
ヶ
月
一
括
払
い　

５
０
０
０
円

◆
連
絡
先　

竹
田
之
美
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
�
２
２
‐
５
７
４
５

※
ア
ク
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
・
健
康
体
操

部
両
方
の
会
員　

６
ヶ
月
一
括
払
い

４
０
０
０
円
と
プ
ー
ル
会
費

◆
そ
の
他

・
年
会
費　
　
　
　

１
２
０
０
円

・
ス
ポ
ー
ツ
保
険　

１
５
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
２
２
‐
２
０
０
１

い
ざ
勝
負

第　

回
４６

高
齢
者
囲
碁
大
会

大 会大　会

飲
食
店
・
魚
介

類
販
売
業
・
惣

菜
製
造
業
で
、

５
月　

日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の

３０

業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

◆
試
験
科
目　

食
文
化
概
論
・
衛
生

法
規
・
公
衆
衛
生
学
・
栄
養
学
・
食

品
学
・
食
品
衛
生
学
・
調
理
理
論
の

筆
記
試
験

◆
願
書
提
出
先　

富
良
野
保
健
所

◆
受
付
期
間　

５
月　

日�
〜　

日�

２６

３０

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
試
験
日　

８
月　

日�
２８

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

◆
試
験
地　

滝
川
市

◆
受
験
資
格　

義
務
教
育
を
終
了
し
、
多
人
数
に
対

し
、
飲
料
物
を
調
理
し
提
供
す
る
寄

宿
舎
・
学
校
・
病
院
な
ど
の
施
設
や

　

就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

て
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方

（
公
務
員
を
除
く
）
は
、
認
定
請
求
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

請
求
用
紙
は
市
民
課
に
あ
り
ま

す
。

◆
提
出
期
限　

５
月　

日�
３０

◆
提
出
先　

市
民
課
、
支
所

市
民
課

�
3
9
‐
２
３
０
１

児童手当児童手当

忘
れ
ず
に
提
出
を

児
童
手
当

認
定
請
求
書

富
良
野
山
草
の
会
事
務
局

�
４
２
‐
２
４
０
７

展
示
し
ま
す

第　

回
２７

山
草
展
示
会

展 示展　示

場　　　　所時　　間５月
エーコープ本店横１０：００～１２：００１２日 市役所前１３：１０～１６：００
旭川信用金庫富良野支店１０：００～１１：４０

１３日 新富良野プリンスホテル前１３：００～１４：３０
富良野緑峰高校１５：００～１６：００

市民生協富良野店１０：００～１３：００１４日 １４：００～１６：００
ふらの農協山部支所駐車場１０：００～１１：４０

１５日 商工会議所前１３：００～１４：００
富良野高校１４：２０～１６：００

献血は身近なボランティア

保
健
所

�
２
３
‐
３
１
６
１

プ
ロ
の
料
理
人
に

調
理
師
試
験

試 験試　験
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 乗って守ろう根室本線・富良野線 

パ ー ク ゴ ル フ 場

山　部
東　山

東　    山山         部
５月１５日�５月１０日�オープン

木曜日～月曜日土曜日～水曜日利 用 日

火・水曜日木・金曜日休 場 日

午前９時～午後５時時　 間

問い合わせ　建設施設課  �２３-３５２４

オ ー プ ン

山部太陽の里パークゴルフ
場で２０名以上の団体利用や
大会を行いたい方は、事前
に山部支所（�４２‐２１２１）
に申し込んでください。

免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
度
に
免
除
を
承

１４

認
さ
れ
た
方
は
、
今
年
の
６
月

ま
で
が
承
認
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
７
月
以
降
の
免
除
を
ご

希
望
の
方
は
、
７
月
１
日
か
ら

８
月　

日
ま
で
に
、
申
請
を
お

３１

願
い
し
ま
す
。（
学
生
を
除
く
）

　

免
除
期
間
の
保
険
料
は
、
１

０
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き

ま
す
。
将
来
満
額
の
年
金
を
受

け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が
で
き

た
と
き
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。
問 市民課国保年金係　�39-2301

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
納
付
書

１５

が
社
会
保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
方
へ 国民年金国民年金

昭和１３年昭和１３年５５月月
生まれの方は生まれの方は
手続きを手続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

スポーツセンターからの
お知らせ

スポーツセンターでは、上履きを持参し
ていない方のアリーナの利用はご遠慮
願います。またバドミントンのシャトル
コック、卓球の玉は持参してご利用くだ
さい。なおバドミントンラケット及び卓
球のラケットは貸し出します。

◆
実
施
期
間

　

８
月　

日�
〜　

日�

２４

２９

◆
墓
参
地
域 　

４
地
域
５
カ
所

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（
旧
豊
原
）、

ド
リ
ン
ス
ク
（
旧
落
合
）、
ヴ
ズ
モ
ー

リ
エ
（
旧
白
浦
）、
ク
ラ
ス
ノ
ゴ
ル
ス

ク
（
旧
珍
内
）、
ウ
グ
レ
ゴ
ル
ス
ク

（
旧
恵
須
取
）

◆
募
集
人
員　
　

名
１０

◆
参
加
遺
族
の
範
囲

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

（
た
だ
し
、
過
去
に
こ
の
墓
参
に
参

加
し
た
方
お
よ
び
そ
の
親
族
を
除

く
）

�
北
海
道
内
に
居
住
（
住
民
登
録
）

さ
れ
て
い
る
方

�
サ
ハ
リ
ン
地
域
に
埋
葬
、
ま
た
は

納
骨
さ
れ
て
い
る
方
の
配
偶
者
お
よ

び
三
親
等
内
の
親
族

�
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
状
態
に

あ
る
方

※
定
期
航
空
路
の
日
程
に
よ
り
、
実

施
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
し
ま
す

平
成　

年
度

１５

サ
ハ
リ
ン
地
域
墓
参

北
海
道
保
健
福
祉
部
保
護
課
調
整
・
援
護
グ

ル
ー
プ �
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

墓 参墓　参

作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
取

扱
者
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
保
安
講

習
を
受
講
し
て
い
な
い
方（
平
成　

・
１３

　

年
度
に
受
け
た
方
は
、
来
年
度
以

１４降
に
受
け
て
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法　

消
防
署
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
の
上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
０
６
０
‐
０
０
０
５　

札
幌
市
中

央
区
北
５
条
西
６
丁
目
２
‐
２　

札

幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　

階
１２

�
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

◆
申
込
期
限　

６
月
２
日�

◆
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ン
バ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
持
つ
方

を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き　

①
６
月　

日�
１７

　
　
　
　
　

②
６
月　

日�
１８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
常
盤
通
１
丁
目

　
　
　
　

道
北
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

◆
対
象
者　

�
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免
状

１３

の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、

現
在
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方

�
平
成　

年
４
月

１３

１
日
以
前
に
免
状

の
交
付
を
受
け
、

現
在
危
険
物
取
扱

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
の
方

保
安
講
習
を

受
け
ま
し
ょ
う

講 習講　習

　

富
良
野
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
「
弥

栄
太
鼓
」
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も
を

募
集
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
、

一
度
練
習
を
見
に
き
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対　

象　

小
学
３
年
〜
中
学
３
年

ま
で
の
児
童
・
生
徒

◆
練
習
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

◆
練
習
場
所　

郷
土
芸
能
伝
習
館

◆
申
込
期
限　

５
月　

日
ま
で

３１

◆
申
し
込
み　

吉
尾
徳
正
さ
ん
へ

◆
そ
の
他　

一
般
（
お
と
な
）
の
メ

吉
尾
徳
正
さ
ん

�
２
３
‐
５
３
１
２

メ
ン
バ
ー
募
集

富
良
野
弥
栄
太
鼓

少
年
部

募 集募　集
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Informationくらしの情報    お買い物は富良野市内で 

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円・税込）
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

15.2136.022.130.017.151.4100�は く さ い

297.9114.0261.0297.5186.9417.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

199.384.7197.9167.6123.9207.9100�肩ローススライス豚 肉

189.298.4188.1185.1155.4207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

5,217.1101.45,027.25,097.34,180.05,620.010�府 県 産 米米

172.396.0177.0169.9134.4194.31袋普通品6枚スライス食 パ ン

381.7110.2380.1418.7344.4480.95箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

486.1105.0447.3469.8398.0627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

42.6100.648.048.345.150.41�白灯油（ローリー）灯 油

4,125.9102.24,101.14,190.93,570.04,883.05�体 積 買 いプロパンガス

104.799.8110.7110.5106.0112.41�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

159.196.6156.8151.5104.0210.01枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後４時
場　所　消費生活センター（若松町１７～１）
　　　　　　�３９～１１６６
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

　夕方、食事の支度をしていたら電話があり、「○○君の夕方、食事の支度をしていたら電話があり、「○○君の
お母さんですね。××教育会と申しますが、○○君、中お母さんですね。××教育会と申しますが、○○君、中
学校に入り、初めての中間テストはいかがでしたでしょ学校に入り、初めての中間テストはいかがでしたでしょ
うか？」となれなれしく話し掛けてきた。「うか？」となれなれしく話し掛けてきた。「一度、お邪魔一度、お邪魔
させてください。ご予定は？させてください。ご予定は？」とたたみかけるように問」とたたみかけるように問
い掛けてくるので早々に電話を切りたかったこともありい掛けてくるので早々に電話を切りたかったこともあり
「お願いします。」と答え、日時を約束してしまった。「お願いします。」と答え、日時を約束してしまった。
後日、やってきたセールスマンが勧める教材は、とて　後日、やってきたセールスマンが勧める教材は、とて
も優れていて、すぐにも成績が上がるように思え、子ども優れていて、すぐにも成績が上がるように思え、子ど
ももやる気十分。子どもの成績が上がるのならと金額のももやる気十分。子どもの成績が上がるのならと金額の
確認もそこそこに契約してしまった。確認もそこそこに契約してしまった。
しかし、最初は頑張っていた子どももすぐに飽きてしましかし、最初は頑張っていた子どももすぐに飽きてしま
い、ローンと無駄になった教材を前にして、セールスマい、ローンと無駄になった教材を前にして、セールスマ
ンの上手な話にのせられてしまった事にようやく気づいンの上手な話にのせられてしまった事にようやく気づい
た。教材を返して契約を解除することはできないか。た。教材を返して契約を解除することはできないか。

このような場合、契約日を入れて８日間以内であれば、　このような場合、契約日を入れて８日間以内であれば、
クーリング･オフが可能です。しかし、その期間が過ぎてクーリング･オフが可能です。しかし、その期間が過ぎて
しまうと業者はなかなか解約に応じず、解約できたとししまうと業者はなかなか解約に応じず、解約できたとし
ても、高い違約金を支払わなければならないケースがほても、高い違約金を支払わなければならないケースがほ
とんどです。とんどです。
学習教材は、中学３年間分といった長期間分の教材の　学習教材は、中学３年間分といった長期間分の教材の
契約が多く、そのため金額もかなり高くなります。子ど契約が多く、そのため金額もかなり高くなります。子ど
もの成績が少しでも上がるならと考えますが、セールスもの成績が少しでも上がるならと考えますが、セールス
マンはその親心を巧みについてきます。セールスマンのマンはその親心を巧みについてきます。セールスマンの
上手な話を鵜呑みにせず、勧められても一旦断り冷静に上手な話を鵜呑みにせず、勧められても一旦断り冷静に
考えてから判断しても遅くはありません。考えてから判断しても遅くはありません。

高 額 教 材 の 訪 問 販 売高 額 教 材 の 訪 問 販 売

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
��39～１１６６39～１１６６

物価の動き ４月

�ストーブガード�ステレオビ
デオデッキ�ひまわり幼稚園の

園児服・帽子・かばん・体操着�おむつカバー�木製ソリ
�ベビー服（男子）�前子乗（自転車用）�雑誌サライ
（2000.320発売6号）

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は6カ月です■登録期間は6カ月です。。                         
 問問 消費生活センター消費生活センター  ��39～１１６６39～１１６６

譲ってください

譲ります �スタッドレスタイヤ（軽自動車用）�
スノーボード（１３４㎝）、スノーボード用
ブーツ（２２㎝）�食器乾燥機�ひな人形

（７段飾り）�アルミパネル�木製額縁�シングルベッド
（マット無し）�健康器具（室内自転車）

じゃがいも・たまねぎ・にんじん・
スウィートコーンの栽培体験

「農業体験講座」の参加者募集
　いつも食べている「野菜」ってどんな風に
育っているか知っていますか？
　この講座では、畑で苗を植えて野菜が育っ
ていく様子を観察し、秋には大きく育った作
物をみんなで収穫し、そのままその場で料理
して食べてみるまでを体験します。
　いつもと違った体験を通して、親子や仲間のみんなと育
てる楽しみと食べる楽しみを満喫してみませんか。
◆期　間　５月１７日�～９月上旬まで（月１回開催の計５回）
◆ところ　産業研修センター研修ほ場・生涯学習センター
　　　　　調理実習室
◆対象者　市民（親子など）
◆定　員　１０組３０名
◆締め切り　５月９日�
◆受講料　無料
◆持ち物　筆記用具・軍手
◆服　装　畑仕事をするので、汚れても良い服装
◆日程（予定）および内容
・第１回５月１７日�「作物についての説明」～種まき
・第２回６月１４日�「育ち具合を観測する①」～草取作業
・第３回７月１２日�「育ち具合を観測する②」

～農家の畑見学
・第４回８月２３日�「収穫作業①」

～スウィートコーンの収穫・農協施設見学
・第５回９月６日�「収穫作業②」

～いも、たまねぎ、にんじんでカレー・シチューを作ろう
○申込先　農政課へお電話ください。
○問い合わせ先　農政課（�３９‐２３０９）
　　　　　　　　中央公民館（�２３‐３５４５）
　　　　　　　　山部公民館（�４２‐２１２１）
　　　　　　　　東山公民館（�２７‐２１２１）
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人口と世帯数人口と世帯数
１５年３月末（前月比）

(-256)25,566人　 口

(-221)21,447富良野

（-9）2,702山　部

（-26）1,417東　山

（-80）10,395世 帯

（-68）8,930富良野

（-4）1,054山　部

（-8）411東　山

広
報
ふ
ら
の
２００３

・ ５
５００

富良野町青年弁論大会（昭和初期）

本年富良野市は開庁から１００年の年を迎えました。本年富良野市は開庁から１００年の年を迎えました。

NO.１３あのころの富良野 

広報ふらのはホームページからもご覧になれます。
富良野市ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｆｕｒａｎｏ.ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ/

開庁１００年記念事業
告知かわら版

開庁１００年
記念式典

と　き　９月１日�
ところ　文化会館

先人に感謝し記念すべき年をともに祝いましょう。先人に感謝し記念すべき年をともに祝いましょう。

■
娘
が
体
を
こ
わ
し
入
院
。（
親
が
）
楽
し
み
に
し
て
い
た

幼
稚
園
の
入
園
式
を
欠
席
し
、
１
週
間
ほ
ど
出
遅
れ
て
の

幼
稚
園
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
。
園
に
な
じ
め
て
い
る
だ
ろ

う
か
、
友
だ
ち
は
で
き
た
た
ろ
う
か
、
親
の
心
配
は
ふ
く

ら
む
ば
か
り
。
で
も
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
の
は
親
の
方

だ
け
で
、
意
外
と
本
人
は
そ
ん
な
こ
と
は
全
然
苦
に
も

思
っ
て
な
か
っ
た
り
し
て
…
。
あ
あ
、
こ
の
ま
ま
で
は
娘

に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
う
。親
も
成
長
し
な
け
れ
ば
。（
か
）

■
昨
年
１
年
間
、
職
員
交
流
で
西
脇
市
に
行
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
か
ら
ふ
た

た
び
『
広
報
ふ
ら
の
』
に 
携 
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
ず
さ

職
員
交
流
に
行
く
前
の
編
集
後
記
で
、「
富
良
野
の
良
さ
を

西
脇
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
す
。」
と
書
き
ま
し
た

が
、
西
脇
市
民
の
ほ
う
が
富
良
野
の
良
さ
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
し
た
。「
富
良
野
市
民
と
し
て
も
っ
と
よ
く
知
ら
な
い

と
」
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。（
ひ
）

■
学
校
帰
り
の
ふ
ら
の
っ
子
を
見
つ
け
ま
し
た
。
明
る
く
楽

し
そ
う
に
、
そ
し
て
笑
顔
が
と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。

▽
評　

出
来
る
だ
け
カ
メ
ラ
を
意
識
さ
せ
な
い
で
撮
る
事
が

よ
い
結
果
を
生
み
ま
す
。
そ
の
点
こ
の
作
品
は
動
き
の
中
で

子
ど
も
ら
し
い
元
気
な
姿
を
表
現
さ
れ
て
い
て
好
感
が
も
て

ま
す
。（
森
）

「
僕
た
ち
ふ
ら
の
っ
子
」山
本
和
佳
子
さ
ん

今
月
の
表
紙

編
集
後
記


